
人事教育・福利厚生 の歩み

急激に変化する経済環境の中で、お客様にご満足いただけるサービスを提供するために、

より高度で幅広い知識と豊かな人間性をもった人材育成に努めています。
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●「甲賀信用協同組合」を甲賀郡水口町大字水口
　3642番地にて設立［営業区域甲賀郡一円］
●甲南支店開設
●「甲賀信用組合」と名称変更
●国民金融公庫の代理店業務取扱い開始
●甲賀支店開設
●商工組合中央金庫の代理店業務取扱い開始
●信楽支店開設
●本店新築移転（甲賀郡水口町八光2番45号）
●中小企業金融公庫の代理店業務取扱い開始
●甲西支店開設
●石部支店開設
●土山支店開設
●「滋賀県商工信用組合」と名称変更
　［営業区域滋賀県下一円］
●全国信用協同組合連合会の代理店業務取扱い開始
●大津支店開設
●草津支店開設
●総預金100億円達成
●甲西団地出張所開設
●守山支店開設
●住宅金融公庫の代理店業務取扱い開始
●第1次オンラインシステム稼働
●総預金500億円達成
●「滋賀県信用組合」と名称変更
●貴生川支店開設
●甲西中央支店開設
●環境衛生金融公庫の代理店業務取扱い開始
●第2次（新総合）オンラインシステム稼働
●年金福祉事業団の代理店業務取扱い開始
●QC（O.D.A.）サークル活動開始
●第1次中期経営3カ年計画スタート
●甲西団地出張所支店昇格
●栗東支店開設
●滋賀たばこ信用組合と合併
　八幡支店、彦根支店、長浜支店開設
●国債の代理窓口販売業務取扱い開始
●総預金1,000億円達成
●滋賀けんしんニュービジネスクラブ「SNBC」発足
●けんしん年金友の会「信悠クラブ」発足
●水口北支店開設
●第3次オンラインシステム稼働
●社会福祉医療事業団の代理店業務取扱い開始
●日本銀行歳入復代理店業務の取扱い開始
●甲西団地支店を甲西北支店に名称変更
●国債等窓口販売業務の取扱い開始
●自動機（CD、ATM）祝日稼働開始
●年金福祉事業団の年金担保融資の取扱い開始
●高島信用組合からの事業譲受け
　新旭支店、今津支店、安曇川支店、高島支店開設
●ポスト第3次オンラインシステム稼働
●西日本建設業保証株式会社の公共工事前払金預託の取扱い開始
●損害保険の窓口販売業務取扱い開始
●新旭支店を廃止、今津支店に統合
　高島支店を廃止、安曇川支店に統合
●彦根支店・長浜支店を廃止、八幡支店に統合
●個人向け国債取扱い開始
●アイワイバンク銀行とのATM利用提携開始
●インターネット・モバイルバンキングの取扱い開始
●個人年金保険の取扱い開始
●第5次オンラインシステム稼働
●水口北支店を廃止、本店営業部に統合
　甲西北支店を廃止、甲西支店に統合
　守山支店を廃止、栗東支店に統合
　今津支店を廃止、安曇川支店に統合
●イオン銀行とのATM利用提携開始
●新医療保険の取扱い開始
●ATM定期預金の取扱い開始
●創立60周年感謝デーの開催（14日～16日）
●「経営革新等支援機関」に認定
●でんさいネット取扱い開始
●貴生川支店を廃止、本店営業部に統合
●湖南支店開設
　甲西支店、甲西中央支店、石部支店を廃止、
　湖南支店に統合
●金融機能強化法に基づく国の資本参加
●店外キャッシュコーナーイオンタウン湖南店開設
●第6次オンラインシステム稼働

●リクルート
　新卒者の採用も毎年積極的に行っています。当組合の将来及
び地域経済の一端を担う職員として、若さとバイタリティーに
あふれ「常に新しい事にチャレンジしていく積極性」「豊富な
創造力の発揮」を醸成するため、研修・OJTを通じ人材の育成
に取り組んで
います。

●福利厚生
　職員の幸福創造が企業としての大きな使命であると考えてい
ます。永年勤続表彰制度、連続休暇制度（５日間）、職員互助
会援助（むつ
み会）など職
員の福利厚生
施策の充実を
図っています。

●研修
　けんしんの業績を担う若い渉外担当者たちは、互いに競い合
い業績向上に貢献しています。当組合の発展には人材の育成は
欠かせません。職位別・職能別・テーマ別に集合研修や職場内
研修を実施しています。平成２９年度は融資推進・事務資質向
上・OJT実践のための人材育成を目的に研修会を重点的に実施
しました。また、コ
ンプライアンス体制
確立のため、遵守す
べき法令等の徹底な
どを目的に役職員研
修を実施していま
す。

入組式

優績渉外者表彰

むつみ会球技大会
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